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ブルーカーボンクレジットのオークションが実施される 

ブルーカーボンクレジット、オークションでトン当たり、US

＄27.8 で取引される

シンガポールに拠点をおくボランタリークレジット取引市場、CIX において、

パキスタンで実施されているマングローブ林保護プロジェクトに由来するブル

ーカーボンクレジットのオークションが行われ、2021 年のビンテージのクレジ

ット、２５万トンが、トン当たり、US$27.8 で取引されたと発表された。CIX のプ

レスリリースによれば、世界最大のブルーカーボンプロジェクトであり、オーク

ションにおいても、最低価格、トン当たり、US$27.5 に対して、最大で US$35

の価格が示されたと発表されている。ブルーカーボンクレジットへの企業から

の関心の高さが示されているとも言える。  

今月は、このような海外の動き以外にも、日本国内での鉄鋼スラグを活用し、

藻の吸収量の拡大を図るブルーカーボンの取組みが発表されるなど、国内

外で、ブルーカーボンへの取組みが広がってきている。   
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プラットフォーム 
企業最新動向（2022 年 11 月） 




